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新日本婦人の会中央本部

事務局員募集

暮らせない！予算国会へ運動

１月24日、与党少数となった第217

通常国会の開会日の国会行動がとりく

まれた。予算案も法案も与党だけでは

通せない状況をつくった力で、「大軍

拡でなく暮らしに税金を」「選択的夫

婦別姓すぐに」「裏金徹底解明を」な

ど各分野の切実な要求の実現を求める

声が国会を包んだ（写真下）。

日本は核禁条約参加を

核兵器禁止条約発効４年の22日、日

本政府に条約への署名・批准を求める

署名提出集会がおこなわれ、署名は累

計172万3463（うち新婦人44万4929）

となった（写真下）。各地でも行動が

とりくまれ、「今年こそと核兵器廃絶

を」と訴えた。

「性的接待」の一掃を

芸能活動の引退表明をした中居正広

氏の性加害疑惑問題で、フジテレビ幹

部が女性アナウンサーらを「性接待」

要員にしていた疑いを週刊誌が報道し

た。旧ジャニーズ事務所問題を経ても

仕事の地位を利用した性暴力の常態化

を温存させてきたメディア社の責任が

浮き彫りになっている。75社をこえる

大手スポンサーのＣＭ差し止めなどの

事態となった。メディア業界全体の徹

底検証で根絶の機会とするか厳しく問

われる。

ガソリン高続く

物価高騰に悲鳴が上がるなか、16日

から政府の補助金が縮小され、ガソリ

ンの小売価格（20日時点）が１㍑185

円となり、２週連続で値上がりした

（経済産業省発表）。今後も185円の水

準が続くとみられ、さらなる物価押し

上げが懸念される。

トランプ政権下、運動さらに

トランプ米大統領は２期目就任初日

の20日、地球温暖化対策のパリ協定や

世界保健機関（ＷＨＯ）から離脱する

など本以上の大統領令や覚書などに

署名した。国際法に反し、多様性や移

民を敵視する動きに女性や市民数千人

が抗議集会を首都ワシントンで開催、

140団体が核兵器禁止条約への署名を

求めるなど運動が広がっている。

◆新タペスト

リーできる

「戦後・被

爆80年新婦人

タペスト リ

ー」が出来上

がり、一斉に活用が始まっている。

◆資料室に新コーナー

平塚らいてう・女性運動資料室（新

婦人中央本部１階）に被爆80年特設コ

ーナーができ、いわさきちひろの平和

パネルや被爆者とともに歩んだ運動、

関連本などを紹介している。

会場には、広島・長崎・ビキニ被災の展示パネルが壁に

はりめぐらされ、広島県本部発行の被爆体験集『木の葉

のように焼かれて』も普及した
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被爆者の思いと原爆の

リアルを伝え、昨年で58

集となる被爆体験集『木

の葉のように焼かれて』

問合せ 新婦人広島県本

部 FAX 082（263）0447
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
広
島

市
が
新
た
な
被
爆
体
験
の
掘

り
起
こ
し
の
た
め
に
家
族
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者
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養
成
事
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め
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こ
と
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
即
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申
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
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
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史
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
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６
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
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２
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
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右
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
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
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
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
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
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︶
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
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
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
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
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
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
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
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収
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
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
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
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
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２
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
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
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
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
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
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
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
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
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
ど
う
し
て
良
治
や

利
夏
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

原

爆
の
よ
う
な
体
験
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

た
の
で
し


う
か


広
島
の
羅
針
盤

ヒ
ロ
シ
マ
に
は

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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
で
す
か

ら

核
兵
器
廃
絶
は
当
然

で

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
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